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almostagreetoourwiew、

Thispaperrelatesthecircumstancesabovementionedandshowourwaysofthinkingand
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§１シラスは±か

シラス崖の崩壊乃至安定を調べているうちに，我々

は「天然シラスは何等かの結合力を持つ一種の固結体

或いは固着塊で，単なる土ではない」との見解を抱く

に至り，或る報告書に明記した．この見解は，今学界

の一部に論争の種たらんとするキザシが見える．即

ち，シラス関係の土質工学専門家中には，シラスは土

であるという見解を強調又は支持する様子があり，地

質学者の多くは，シラスは岩である，と我々の見解に

同調的な向きが多い．これは，区々たる計測論・数値

論の域を超え，シラスの本質に対するいわば洞察の当

否を争うことだから，弦に我々の疑問と見解を明らか

にしておく必要を感ずる．

事の順序を述べると，天然シラスは，

（a）垂直に数十米，時に百米を超える崖を形成し

て安定する．

（b）水，就中流動水に極端に弱い．

（c）取壊すと強度性状が全く変る．

という顕著な事実が周知なるに拘らず，その何故なる

かを解明した者がない．従来シラスの研究家は土質力

学系統の人で，いきなりこれを土として扱ってきた．
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普通の土でも，撹乱土と未撹乱土が同一でないことは

常識だが，シラスにあっては未撹乱土のサンプリング

が極めて困難，やや不可能に近いのである．そこで上

述(c）の理由から，室内試験の価値を問わざるを得な

くなる．今一つ，通常行われてきた勇断試験体が，直

径５～7ｃｍ程の円柱であるに対し，シラス中には粒

径５ｍｍ以上２０～30ｍｍの軽石を，容積で20％くら

い含むのが常である５ｃｍを超えるものも珍らしく

ない．このような対象に上の小さな供試体が適当とは

考え難いのである．そこで我々 は，相当大きな供試体

で，原位置のシラス強度を試験し，およそ下の見当を

つけたのであった．

（１）勇断に対するクーロン式

Ｓ＝Ｃ＋otanので

Ｃ＝0.15～0.30ｋｇ/ｃｍ２のは４０～43。くらい．

（２）一軸圧縮強度はおよそ１ｋｇ/cm2程度．

（３）引張りには弱く脆度係数１５～40．今のとこ

ろ，引張強度に水平・垂直の方向性はハッキリしな

い．

（４）コンクリートとの摩擦係数（略)．

だから，引張外力が働くと容易に裂ける．シラスが垂

直に崩れるのはそれと関係がある．西力造・木村大造

の報文では，天然シラス崖の自然崩壊角は88.が一番

多いと見えるが，それは垂直に裂けることと解釈出来
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る．２Pは付着土である．故に大まかに言ってシラスは

竪に裂ける場合が多いのである．従って垂直に安定す
る．その高さは通常の土の勇断崩壊理論では割切れ

ぬ，との感じを持つ．

それに対する土質工学家の反対意見中の主なるもの

は，

（a'）シラス崖崩れが勇断崩壊理論で説明可能の場

合もある．

（b'）勇断強度は粒子間のカミ合いで説明でき，且

つ或る資料によれば，垂直に近く百米に及ぶ崖の安定

が証明されている．

（c′）撹乱・未撹乱資料で大差がない．

（d'）上田等の引張試験に疑問がある．

というのである．

以上に対する我々の考えは，

（a')については当然である．そのような場合もあ

る．関連事項を後述する．

（b')の資料と証明は河原田礼次郎のものである．未

撹乱試料の選択j性と供試休の大きさには，質疑の余地

ありと思う．

（c'）この見解は到底理解し難い．その論拠を窺うに

苦しむ許りである．天然シラスを取壊して，直ちに元

の体積に形成し，原位置のものと強度を比較すれば，

忽ち判明することであろう．

（d′)供試体の割れ口からして，正確な引張強度とは

言えぬ，ということらしい．詳細を聞きたいものであ

るが，ただこの際明らかにしておくのは，天然シラス

の有意味な大きさの原位置引張試験を実行し，脆度係

数が大なることに着目して，それは裂け易い，と判断

したのは我々 が最初である，ということだ．今迄は，

総べてシラスを土扱いして，常套的勇断試験に拘泥

し，未だ「裂ける」と発言した者はないのである・論

争のキザシはここに旺胎するのだから，結末がどうつ

くにせよ，上のことを指摘すると共に，我々 の責任を

ハッキリさせておく．

§２第三者の意見

土質工学関係のシラス研究者中，例外的には，シラ

スは何等か結合力を持っている，と考える人がある模

様だが，むしろ特定の極少数である．又，河原田礼次

郎は，我々 と共同で現位置試験を行ない，天然一次シ

ラスは一種の固結体であるとの統一見解に，その時賛

成した．この試験は，（b'）の報告より後の事件であ

る．協力の主な理由は，未撹乱試料のサンプリング困

難を，別種の試験でカバーしてみよう，というにある

と推測された．

地質学者の見解は，シラスの成因上，一次，二次

(水成）シラスに分類でき，一次シラスには熔着現象

が見られ，完全に熔結したものは，凝灰岩となってい

る，というのが大筋である．その間多少見解の出入は

あるが，或人は「取壊した上での研究は，シラス素材

の研究である」と言い，又，模範的な一次シラスに関

しては「貴見と全く同一である」と，確言する人もあ

った．進んで彼は「シラスの組織は，一寸でも触れる

と必ず肌が別のものになるので，地質学上の厳密な証

明が出来な、て困る」と語った．

化学者中には，微弱なアルカリ性のコロイド物質に

原因する結合があり，酸性を帯びると水に可溶性とな

って結合が失われる，という説がある．

水性シラスについては，条件次第で土に近づく例を

上田も知っている．

§３我々の見解

シラスの性状は，成因及び成生時期等の関係で簡単

に律せられないが，一次シラスには或る結合力がある

というのが根本見解である．いわば一種の弱いコンク

リート類似物質だと考える．故に，かく軽く，かつ大

きな間隙比で事実の示す如く，相当の強度を保って直

立する，と判断するのである．

かかる前提に立ち，判断と自身の疑問とを挙げる

と，

（１）流水に浸蝕され易いことは，諸家の意見が一

致して問題はない．

（２）含水比がほぼ30％を超えると，弱くなる点も

異論は殆んどない．一般に吸水材料は，特殊なものを

除けば，概ね含水量の十分の増大と共に強度低下する

傾向がある．

（３）崩壊は，外力の作用と，物質の相対的内部抵

抗力のバランスが破れた時に起きる訳である．従っ

て，滑るべき力が働きシラスが滑るべき状態にある

か，引張力が働きシラスが割れる状態に達するか，早

い方で破壊が決る．

１）表層の滑りが，シラスの破壊を誘発するとき・

これに二つあり，一つは，シラスの露出崖上の表層土

が滑落する際，接触する下部のシラスを引きちぎるよ

うに欠き落す場合，他はシラス地山を表土・植生で蔽

っているのが，多量に含水して，先ず表層が滑り，下

部のシラスが比較的浅い層で相伴なって崩れ，新しい
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肌を露出する場合で，後者は比較的緩傾斜でも見られ

る現象である．

２）既に露出しているシラス崖が飽水のため滑るこ

と．

この例は二次シラス等に見られ，露出崖付近が徐々

に，又は急激な豪雨で飽水して滑る．この際最も「滑

る」という表現があてはまる様相を呈する．しかし

て，大抵は崖上の水処理と関係がある．

３）天然の露出シラス崖は，繰り返えすが直立して

おり，水が流下しなければ，よく安定する．河谷等

で崖脚が洗掘せられるときは，突出部の自重で，曲げ

引張破壊する．現在禁止せられているが，シラス採取

法は従来この性質を利用して行われてきたのである．

シラスに斜の引張外力が働くことは，１）の表層の誘

因による外は殆んどなく，結局現実には自重に基づく

llhげ引張が，シラスの内部抵抗力と相対的に不利なの

である．

撹乱シラスを，天然の密度と含水比で天然の高さに

直立させ得るとは思えないところから，ただの土に非

ずとの見解を'懐くのだが，その結合力の何たるかは確

定し得ない．立川は，貫入試験のＮ値が上層は小で，

１０ｍ以下の層で明らかに増加する事実から，シラス

の下層は強く，上層に移るに従い弱いのではないか，

それが高い直す崖存在の一つの理由か，との着想を持

っている．ボーリング資料はそのようなＮ値の変化

を示している．

なお，シラスの破壊機構に関しては，別に考察する

つもりである．難しい問題と考える．


